
社会でデジタル化が進む中、市では盛岡のものづくり産業
の未来技術の発展を支援しています。その取り組みの１つと
してスタートした「M
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ORIOKA」は、未来
技術をもつ企業が新しい取り組みにチャレンジするための

「プラットフォーム（交流の場）」で、盛岡に企業や人材、技
術などが集まり融合させることで新たな価値を創造し、地域
課題解決を目指す──。この新たな試みと、市内で実験に取
り組む企業を紹介します。

【問】ものづくり推進課☎ 626-7538

この「MULTI MONO MORIOKA」の取り組みは、内閣府スマートシティ
関連事業（未来技術社会実装事業）として選定され、国からも先進事例として
期待されています。

県内の企業・教育機関・行政が連携して開催
する、デジタルをテーマとした学生向けのアイ
デアコンテストが「デジコン」です。AI※ 1 や
IoT※ 2 などのデジタル技術を使った、身近な問
題を解決するための自由なアイデアを募集。今
回は 47 チームの応募がありました。

盛岡は未来技術で発展す
る可能性を持つ都市だと考
えています。未来技術を
使って事業を展開しようと
する人たちに「夢やアイデ
アが盛岡で実現できる」と
いうことを知ってもらいた
いですね。「新しい技術を
使った挑戦が盛岡ででき
る」という文化を根付かせ、

同じ志を持つ人を盛岡に集め
たいです。
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未 来 技 術 の
活 用 方 法 を 発 想 !

市内茶畑のビル「チャバタケdoors」
で塾などの学びの場に加え、デジタル
上の仮想空間「メタバース」でも学び
の場を提供しています。インターネッ
トの環境があれば、誰でもメタバース
上で教育を受けられるようになり、教
育格差の解消や引きこもりの子ども
たちの「新たな学びの場」としての展
開が期待できます。
▶▶施設情報　チャバタケ doors（茶畑二）
　　　　　　営業時間：９時～ 21 時

さまざまな理由で学校
に行けない子どもたちに、
メタバース上で、「学校に
通う人たちと変わらない、
あるいはそれ以上の学習
ができる」という機会を
提供したいです。この事
業が「盛岡発」として全
国に普及することを目指
し、取り組んでいきます。
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デジタル技術を活用したスマート
ストアを開業。店内には岩手の特産
品などが展示され、商品横の二次元
コードを読み取って購入するシステ
ムです。商品は後日自宅に届くので、
持ち帰る手間がなく、買い物を手軽
に楽しめます。また、店内の AI カ
メラが購入データを分析し、出品者
に還元。商品マーケティングや新商
品の開発などに役立ちます。
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当店では、岩手の工芸品や
地元企業の製品を扱っていま
す。メード・イン・岩手の商
品を知ってもらう入口になる
と同時に、商品の前で立ち止
まった人たちの属性を解析し、
その属性により特化した商品
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づくりの提案などができます。
未来技術で、地域の産業をよ
り元気にすることを目指して
います。

今後、紹介した事業が展開されていくと、
盛岡はより便利で暮らしやすい街になってい
くことが期待できます。盛岡の企業や人材が、
新たな取り組みにチャレンジするための「交
流の場」を、市は全力で支援していきます。

スマートウォッチで脈拍や血圧な
どのデータを測定し、服薬情報を連
動させることで、薬が体に与える影
響の度合いの把握につなげます。さ
らに、個々のデータを蓄積・分析す
ることで、不特定多数の人の異変の
予兆を察知したり、離れて暮らす家
族の健康を見守るなどといった、新
たな医療やヘルスケアのシステム構
築を目指しています。

病気になってから治療
するのではなく、病気に
ならないための手段とし
て、日々実現に向けて取
り組んでいます。社会に
なかった取り組みを社会
全体に浸透させるにはど
うすればいいかが、大き
なハードル。盛岡のさま
ざまな人と協力して乗り
越えていきたいです。A
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未来技術を使い、盛岡発の新たな事業を
生み出す実証実験※に、資金の補助と関係
企業同士のマッチングを支援。
※�実際の利用環境に近い状況下で、製品・サービ

スの有効性を検証するものです。市民の皆さん
から意見を募ることもあり、より良い社会の形
成に生かされています

未来技術を使った
チャレンジを
サポート！

企業などを対象に未来技術に関するセミ
ナーと、異業種の人と交流をしながら未来
技術について学ぶ学習交流イベントを開催。
※�デジタルトランスフォーメーション：未来技術など

を利用した新たなビジネスモデルの創出などを根本
から変革させること

未来技術や
DX※に関する
イベント開催

企業の人たちがプログラミングなどを学
ぶ「デジジュク」や、学生を対象に未来技
術を使ったアイデアコンテストを開催し、
デジタル人材の育成を支援。

デジタル人材の
育成

マルチモノモリオカ
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応募してよかったこと！
● 県内で働くプロにアドバイスがもらえる
● 自分のアイデアを形にできる
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MULTI MONO MORIOKA では、毎月１回程度、
未来技術や DX に関するセミナーや、交流イベント
を開催しています。「DX って言葉を最近聞くけどよ
く分からない」「興味のあるデジタル技術をもっと
学んでみたい」と思っている人は、ぜひ一度参加し
てみませんか。

▶▶問・申し込み
　㈱ネクスト☎ 625-2383

興 味 が あ る 人 は
ぜ ひ 参 加 を !き

市内企業の「強み」と「未来技術」を掛け合わせた、新たな事業へのチャ
レンジを支援しています。これらの事業を社会に広げることがさまざまな社会
課題の解決につながり、私たちの暮らしがより豊かなものになっていきます。

未来技術を活用して
社会課題を解決

未来技術を使った
チャレンジをサポート！
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なにげない日常生活の中にも、よりよい生活の
ヒントが多くあることを感じ、「食品ロスは企業
にとってはチャンスロス」という視点から、重量
センサの仕組みを利用した商品管理システムのア
イデアを考えました。また、専門家の皆さんを前
に自分たちのアイデアを発表するのはとても緊張
しましたが、貴重な経験になりました。

私たちの考えたアイデアは「南部鉄器」をレン
タルするビジネスプランです。お試しで気軽に
使ってもらうことで、より多くの人に南部鉄器の
魅力を伝えることができ、さらに購入してもらう
ことができれば生産者の利益にもなる。コンテス
トを通して未来技術の活用を考える中で、伝統工
芸品の価値を再認識することができました。※ 1  人工知能

※ 2  モノがインターネット経由で通信すること

未来技術やDXに関するイベント開催

デジタル人材の育成
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未 来 技 術 が 、
よ り 暮 ら し や す い
盛 岡 を 作 る

み

Create the 
future of
Morioka!

誰でも参 加 出 来ます

学 生でも!

INTERVIEW | デジコン参加者の皆さん

社会人でも!
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